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No. タイトル 発行
医薬
化粧品

医学
生化学

食品 化学 環境

（全般）
L371

高速高分離分析の応用（その 18）新規高性能カラム “Shim-pack XR-ODSⅡ”
登場

2008 年 10 月 ● ● ● ● ●

L393
“Prominence RF-20AXS” 蛍光検出器の応用（その 2）トコフェロール , 多環
芳香族炭化水素の高速分析 

2009 年 10 月 ● ● ● ● ●

（規制関連）
L422

高速高分離分析の応用（その 39）Nexera による食品中アフラトキシンの
分析

2011 年 4 月 ●

L430
高速高分離分析の応用（その 42）Nexera による食品中アフラトキシンの
分析 −イムノアフィニティカラムによる前処理−

2011 年 10 月 ●

（添加物）
C49 超高速分析の応用（その 1）カテキン類 , 合成着色料の分析 2006 年 12 月 ●

L349 高速高分離分析の応用（その 5）合成着色料の分析 2006 年 12 月 ● ●

L421 高速高分離分析の応用（その 38）“Nexera” による合成着色料の分析 2011 年 4 月 ●

L353 高速高分離分析の応用（その 7）安息香酸 , ソルビン酸 , デヒドロ酢酸の分析 2007 年 7 月 ● ● ●

L354 高速高分離分析の応用（その 8）アスコルビン酸 , エリソルビン酸の分析 2007 年 7 月 ● ● ●

L364 高速高分離分析の応用（その 14）ルテイン , ゼアキサンチンの分析 2008 年 7 月 ● ●

L419 蒸発光散乱検出器の応用（その 10）グルコシルセラミドの高速分析 2011 年 4 月 ● ● ●

（天然物 /機能性成分）
L413

高速高分離分析の応用（その 35）“Nexera” によるワイン中レスベラトロール
の分析

2011 年 1 月 ● ●

L423
高速高分離分析の応用（その 40）“Nexera” による核酸塩基 , ヌクレオシド ,
ヌクレオチドの分析

2011 年 4 月 ● ●

L342 高速高分離分析の応用（その 2）大豆中イソフラボンの分析 2006 年 9 月 ● ●

L347
高速高分離分析の応用（その 3）イソチオシアナート類およびシニグリン
の分析 

2006 年 12 月 ●

L360 高速高分離分析の応用（その 10）有機酸の分析 2007 年 12 月 ● ● ●

L365 高速高分離分析の応用（その 15）ニンジン中ギンセノシド類の分析 2008 年 7 月 ● ●

L366 高速高分離分析の応用（その 16）柑橘果汁中フラバノン類の分析（その 2） 2008 年 7 月 ●

L373A 高速高分離分析の応用（その 19）緑茶飲料水中カテキン類の分析 2008 年 11 月 ●

L376A 高速高分離分析の応用（その 21）緑茶中カテキン類の分析 2010 年 3 月 ●

L386 高速高分離分析の応用（その 26）フェノール酸の分析 2009 年 7 月 ● ● ●

L389 高速高分離分析の応用（その 28）ホップ中α酸およびβ酸の分析 2009 年 10 月 ● ●

L390
高速高分離分析の応用（その 29）自動カラムスイッチングシステムを用いた
ベリー果汁中フェルラ酸分析の効率化

2009 年 10 月 ● ●

L407
高速高分離分析の応用（その 33）生姜中ジンゲロール・ショウガオールの
分析

2010 年 7 月 ● ●

L432
高速高分離分析の応用（その 44）オートサンプラ SIL-30AC による自動
プレカラム誘導体化アミノ酸の分析

2011 年 12 月 ● ● ●

L433
LC/MS 高速アミノ酸分析システム “UF-Amino Station”（その 1）超高速
アミノ酸分析への新たなアプローチ

2011 年 12 月 ● ● ●

L434
LC/MS 高速アミノ酸分析システム “UF-Amino Station”（その 2）実試料
分析における信頼性の向上

2011 年 12 月 ● ● ●

※ �ProminenceUFLC/UFLCXR を用いたデータも含まれていますが，Nexera であれば，
その全てのアプリケーションをカバーする事ができます。

超高速液体クロマトグラフ Nexera & Prominence UFLC
アプリケーションニュースダイジェスト　食品市場向け
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No.L419

■検量線
Calibration Curve 

■再現性
Repeatability 

Fig. 3に，グルコシルセラミド標準液20～1000 mg/Lで

作成した検量線を示します。ELSDのレスポンスは，注入し

た物質量に対して指数関数応答であるため，検量線は両対

数でプロットして定量に用います。なお，検量線，再現性

評価にはグルコシルセラミド由来の2つのピーク面積合計値

を用いました。

Table 2に，グルコシルセラミド標準液200 mg/Lによる

ピーク面積の相対標準偏差（n=6）を示します。

■米由来グルコシルセラミド含有サプリメントの分析
Analysis of Dietary Supplement Containing Glucosylceramide from Rice  
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Centrifuge (14000 rpm)  10 min
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Filtrate (0.2 μm) 

Dilute

Inject to HPLC 1 µL

Chloroform / Methanol  
= 2 / 1 (v/v)
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Fig. 3　検量線
Calibration Curve

米由来グルコシルセラミドが含有されている市販サプリメントの分析を行いました。Fig. 4に前処理手順を，Fig. 5にクロマト

グラムを示します。

Fig. 4　前処理
Sample Preparation

Fig. 5　サプリメントのクロマトグラム
Chromatogram of Dietary Supplement

Table 2　ピーク面積再現性
Repeatability of Peak Area

No. Peak Area
1 st 51,223
2 nd 50,412
3 rd 48,021
4 th 49,716
5 th 47,799
6 th 49,822

Average 49,499
RSD(%) 2.715

［参考文献］
M. Kashima, K. Nakagawa, T. Sugawara, T. Miyazawa, C. Murakami, R. Miyashita, J. Ono, F. S. Deschamps, and P. Chaminade: J. Oleo. Sci., 51, 347-354 (2002)

AP_Digest_Nexera_120412.indd   24 12/04/13   17:38



No.L419

■検量線
Calibration Curve 

■再現性
Repeatability 

Fig. 3に，グルコシルセラミド標準液20～1000 mg/Lで

作成した検量線を示します。ELSDのレスポンスは，注入し

た物質量に対して指数関数応答であるため，検量線は両対

数でプロットして定量に用います。なお，検量線，再現性

評価にはグルコシルセラミド由来の2つのピーク面積合計値

を用いました。

Table 2に，グルコシルセラミド標準液200 mg/Lによる

ピーク面積の相対標準偏差（n=6）を示します。

■米由来グルコシルセラミド含有サプリメントの分析
Analysis of Dietary Supplement Containing Glucosylceramide from Rice  

0.0 2.5 5.0 Ln（濃度）
0.0

2.5

5.0

7.5

10.0

12.5

Ln（面積）

R2= 0.9994

Supplement (Three Tablets)

Milling

Sonicate (5 min)

Centrifuge (14000 rpm)  10 min

Supernatant

Filtrate (0.2 μm) 

Dilute

Inject to HPLC 1 µL

Chloroform / Methanol  
= 2 / 1 (v/v)

Chloroform / Methanol  
= 2 / 1 (v/v)

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 min
0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

mV

■Peak
1. Glucosylceramide

1

Fig. 3　検量線
Calibration Curve

米由来グルコシルセラミドが含有されている市販サプリメントの分析を行いました。Fig. 4に前処理手順を，Fig. 5にクロマト

グラムを示します。

Fig. 4　前処理
Sample Preparation

Fig. 5　サプリメントのクロマトグラム
Chromatogram of Dietary Supplement

Table 2　ピーク面積再現性
Repeatability of Peak Area

No. Peak Area
1 st 51,223
2 nd 50,412
3 rd 48,021
4 th 49,716
5 th 47,799
6 th 49,822

Average 49,499
RSD(%) 2.715

［参考文献］
M. Kashima, K. Nakagawa, T. Sugawara, T. Miyazawa, C. Murakami, R. Miyashita, J. Ono, F. S. Deschamps, and P. Chaminade: J. Oleo. Sci., 51, 347-354 (2002)

天
然
物
／
機
能
性
成
分

AP_Digest_Nexera_120412.indd   25 12/04/13   17:38



No.L423
LAAN-A-LC129

高速高分離分析の応用（その40）
exer による核酸塩基，ヌクレオシド，ヌクレオチドの分析

High Speed with High Resolution Analysis (Part 40)
Analysis of Nucleobases, Nucleosides, and Nucleotides by “Nexera”

■核酸塩基，ヌクレオシドの分析
Analysis of Nucleobases and Nucleosides

核酸は，塩基・糖・りん酸からなるヌクレオチドがりん酸

エステル結合で連なった生体高分子であり，生体内で遺伝

情報を担う成分として重要です。この他，核酸関連化合物

である核酸塩基，ヌクレオシド，ヌクレオチドも生体内で様々

な働きを持ちます。

ここでは，超高速LCシステム exer および高速高分

離用カラム him-pack XR-ODSⅢ およ Phenomenex 

Kinetex C1 を用いた核酸関連化合物の超高速分析なら

びに高分離分析例をご紹介します。

K. Tanaka

核酸塩基5成分（アデニン，グアニン，ウラシル，チミン，

シトシン）とヌクレオシド5成分（アデノシン，グアノシン，ウリ

ジン，チミジン，シチジン）について，10成分混合標準液（各

成分濃度10 mg/L）を調製し，カラムに粒子径 1.7 µmの

henomenex Kinetex C1 （100 mm L.×2.1 mm I.D.）

を用いて分析を行いました。なお， henomenex Kinetex 

C1 （粒子径1.7 µm）は，1.25 µmのソリッドコアに0.2 m

の多孔性膜を結合させたCore-shellカラムです。

Fig. 1に混合標準液1 µLを注入したクロマトグラムを，

Table 1にその分析条件を示します。

本分析条件により，コンベンショナル分析で30分程度要し

ていた分析時間を1/10（3分）に短縮することができました。

なお，本分析におけるシステム負荷圧は約75 MPaでした。

注）本資料掲載データのように，水溶液100 %またはそれに近い組成の移動相を使用する場合，一旦送液停止後再開した際，保持時間が減少すること
があります。この現象を防ぐため，分析終了時は送液停止前に有機溶媒を含む移動相（例 ： 水/アセトニトリル=1/1）で置換しておくことをお勧めし
ます。また，分析中に保持時間が徐々にはやくなる場合にも，同様の移動相で洗浄してください。

Table 1　分析条件
Analytical Conditions

Column : Kinetex 1.7 μm C18 100 Å (100 mm L. × 2.1 mm I.D., 1.7 μm)
Mobile Phase : 200 mmol/L Sodium perchlorate, 

100 mmol/L (Sodium) phosphate buffer (pH=2.1) aq.
Flow Rate : 0.7 mL/min
Column Temp. : 40 °C
Injection Volume : 1 μL
Detection : SPD-20AV at 260 nm
Flow Cell : Semi-micro Cell

Fig. 1　核酸塩基およびヌクレオシドのクロマトグラム（各10 mg/L）
Chromatogram of a Standard Mixture of Nucleobases and 
Nucleosides (10 mg/L each)
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